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主な内容

　６月定例会は、６月４日から６月 27 日までの
24 日間開催しました。
　会期中に審議した案件は、報告 11 件、条例７件、
予算３件、議会提案２件、請願３件でした。
　また、市政全般にわたって、12 名の議員が一般
質問を行いました。
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令和6年（2024年） 9月　第150号

広
報
か
ら
「
市
議
会
だ
よ
り
」
を
抜
き
取
る
と
読
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

元気な高津保育園児
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議案番号 件　　　　名

請願第2号
地方財政の充実・強化に関する意見書の提出に
ついて

請願第3号
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を
求める意見書の提出について

請願第4号
訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、介護報
酬引き上げの再改定を早急に行うことを求める
意見書の提出について

議案番号 件　　　　名

議第93号
益田市立森林総合利用施設裏匹見峡森林公園設
置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
制定について

議第94号 秦佐八郎博士顕彰委員会設置条例の一部を改正
する条例制定について

議第95号
益田市消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ
金条例の一部を改正する条例制定について

議第96号 令和６年度益田市一般会計補正予算第１号

議第97号 令和６年度益田市一般会計補正予算第２号

議第99号 令和６年度益田市一般会計補正予算第 3 号

議案番号 件　　　　名

議第98号
益田市議会会議規則の一部を改正する規則制定
について

議第100号 地方財政の充実・強化に関する意見書について

◆請願◆

◆議会提出議案◆

「採択」報告案件は「承認」とされました。）

「持続可能な地域環境と地域社会に貢献できる新しい地方自治」の具体化をめざします

議案番号

福
原
宗
男

須
藤
一
二
三

豊
田
　
浩

永
戸
明
美

阿
知
波
武
雄

平
原
祐
一

齋
藤
　
勝
廣

河
本
　
亮

高
橋
伴
典

中
島
賢
治

弥
重
節
子

大
賀
満
成

河
野
利
文

安
達
美
津
子

中
島
　
守

林
　
卓
雄

大
久
保
五
郎

寺
井
良
徳

佐
々
木
惠
二

久
保
正
典

◆請願◆

請願第3号 ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

請願第4号 ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

★�除斥とは★ 議会における審議を公正なものとするため、議題となった案件と利害関係にある議員をその審議に参加できない
ようにすることです。

教 育 費民 生 費

未来の担い手育成事業費 … 151万1,000円物価高騰重点支援給付金事業費　　　
………………8,507万1,000円　 「ひとが育つまち益田フォーラム」開催内容の変更

に伴う経費を増額します。
※ �8月10日㈯開催“ひとつなぎの大作戦”「ひとが

育ち輝くまち益田　夏フェス」

令和 6 年度新たに住民税非課税となった世帯に対す
る給付事業を実施し、1 世帯当たり 10 万円の現金
を給付します。

民 生 費

児童福祉事務費  ……… 912万5,000円 担い手経営発展支援事業費 …… 700万円

児童手当法改正に伴うシステム改修経費及び対象者
増に伴う郵券料を増額します。

補助事業の追加採択により、当初の計画を上回る事
業の実施が見込まれるため事業費を増額します。

農林水産業費
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  こんなことが決まりました

議案番号 件　　　　名

報第3号 専決処分の報告について

報第4号 専決処分の報告について

報第5号 専決処分の報告について

報第6号 益田市一般会計繰越明許費繰越計算書について

報第7号
益田市市有林事業特別会計繰越明許費繰越計算書
について

報第8号 益田市下水道事業会計予算繰越計算書について

報第9号 益田市水道事業会計予算繰越計算書について

報第10号 益田市一般会計事故繰越し繰越計算書について

報第11号
令和５年度株式会社エイト実績状況及び令和６年
度事業計画について

議案番号 件　　　　名

報第12号
令和５年度株式会社益田市総合サービス実績状況
及び令和６年度事業計画について

報第13号 専決処分の報告について

議第89号
過疎地域の持続的発展を支援するための固定資産
税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例
制定について

議第90号
益田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定につ
いて

議第91号 益田市地域包括支援センターの職員に係る基準等
を定める条例の一部を改正する条例制定について

議第92号 益田市予防接種事故災害補償条例の一部を改正す
る条例制定について

◆市長提出議案◆

出席議員全員が賛成した議案 （全会一致で、議案は「可決」、請願案件は

令和6年　益田市議会6月定例会　議案等の審議結果

審議結果
賛　

成

反　

対
議案番号 件　　　　名

◆請願◆

請願第3号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書の提出について 不採択 3 16

請願第4号
訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うこと
を求める意見書の提出について

不採択 3 16

〇：賛成　●：反対　欠：欠席　棄：棄権　除：除斥　
※議長（福原　宗男）は採決に加わりませんが、可否同数となったときは、議長が裁決します。

賛否の分かれた議案（欠席、棄権、除斥があった場合も含みます。）

令和６年度補正予算案など原案どおり可決
　・補正後の一般会計予算総額…… 	277億 5,234万 8,000円	
　・補正額…………………………… 	 6億 8,234万 8,000円  増額

6 月定例会では令和 6 年度益田市一般会計予算のほか、条例の一部改正議案、一般議案などについて
慎重な審議をした結果、請願 2 件を除き原案どおり承認・可決しました。

総 務 費 衛 生 費

定額減税補足給付金事業費　　
……………… 3億8,413万円

高齢者予防接種事業費
………………1億7,170万3,000円　

定額減税しきれないと見込まれる所得水準の方への
補足給付を行います。

新型コロナウイルスワクチンの定期接種化に伴う新
型コロナウイルスワクチン接種に係る健康被害救済
給付金給付のための費用を増額します。
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「第６次益田市総合振興計画」における
7つの基本目標ごとに予算をピックアップ
してご紹介します。　※（新）は、新規事業です。

一
質
般
問

市政のここが知りたい

　一般質問の記事は、決められた文字数の中で議員本人が要約し掲載しています。
　詳細については次の方法によりご覧ください。
◆インターネット
　・一般質問の様子の録画中継を、全会期日程終了の約１週間後から配信しています。
　・会議録は定例会終了 3カ月後から閲覧できます。

◆会議録（冊子）
　議会事務局、美都・匹見各分庁舎、各公民館、図書館でご覧いただけます。
　なお 6 月定例会の会議録は 9 月に発行予定です。

◆二次元コード
　各議員名の下の二次元コードからスマートフォンなどで質問者の動画がご覧いただけます。

益田市議会 検 索

問 

核
の
ご
み
の
最
終
処
分
場
受
入
れ
の
考
え
を
問
う

答 

受
入
れ
を
検
討
し
た
こ
と
は
な
い

問 

原
発
の
運
転
で
生
じ
る
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
、
通
称
核
の
ゴ
ミ

の
最
終
処
分
場
の
選
定
は
、
文
献
・

概
要
・
精
密
の
３
段
階
で
20
年
程
度

か
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
文
献
調
査
に
応
じ
れ
ば
、
自
治

体
に
20
億
円
交
付
さ
れ
、
第
２
段
階

の
概
要
調
査
対
象
と
な
れ
ば
70
億
円

交
付
さ
れ
る
。

　

丸
山
島
根
県
知
事
は
、
県
内
で
受

入
れ
の
動
き
が
出
た
場
合
は
、
反
対

す
る
と
報
道
さ
れ
た
。
当
市
に
お
い

て
、
具
体
的
に
最
終
処
分
場
誘
致
に

向
け
た
動
き
は
な
い
が
、
文
献
調
査

を
受
入
れ
る
か
ど
う
か
の
最
終
判
断

は
市
長
に
あ
る
。
核
の
ゴ
ミ
最
終
処

分
場
の
受
入
れ
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
問
う
。

答 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い

て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
人
々

の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
、
国
内
の
地
下
深
く
の
安
定
し
た

地
層
に
埋
設
す
る
方
法
で
最
終
処
分

す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
現
在
、全

国
で
３
つ
の
自
治
体
が
第
１
段
階
で

あ
る
文
献
調
査
の
受
入
れ
を
表
明
し

て
い
る
。
当
市
と
し
て
現
段
階
に
お

い
て
文
献
調
査
の
受
入
れ
を
検
討
し

た
こ
と
は
な
い
。

問 

当
市
で
受
入
れ
の
動
き
が
あ
っ
た

場
合
の
考
え
を
問
う
。

答 

動
き
が
あ
っ
た
時
に
そ
の
対
応
を

検
討
す
る
。

安達 美津子  議員

島根原子力発電所
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問 

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
人
材
確

保
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
か
。

答 

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
子

ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
地
域
や

地
域
の
大
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を
提

供
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、近

年
、益
田
圏
域
の
新
規
高
校
卒
業
者
の

管
内
就
職
率
が
著
し
く
伸
び
て
い
る
。

取
組
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、子
ど
も
た

ち
が
進
路
実
現
の
た
め
、将
来
ふ
る
さ

と
益
田
で
活
躍
す
る
姿
を
想
い
描
き
、

夢
を
実
現
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。

問 

未
来
を
支
え
る
産
業
人
材
、
そ
の

確
保
、獲
得
に
向
け
た
今
後
の
展
望
を

問
う
。

答 

今
後
も
、少
子
高
齢
化
に
よ
り
、人

口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
現
状
に
お

い
て
は
、持
続
可
能
な
ま
ち
を
構
築
す

る
た
め
に
、将
来
の
益
田
を
担
う
人
材

の
育
成
確
保
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な

る
。次
の
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
確

保
に
向
け
て
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と

の
「
ひ
と
づ
く
り
」
を
全
庁
一
体
と
な

り
取
組
む
。
ま
た
、産
業
界
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、益
田
市
未
来
の
担
い
手

育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成
団
体

と
し
て
、
益
田
商
工
会
議
所
、
益
田
青

年
会
議
所
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、「
新
・
職
場
体
験
」
の
受

入
れ
企
業
の
募
集
も
行
っ
て
い
る
。さ

ら
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
益
田
と
、
当
市

が
事
務
局
と
な
る
益
田
鹿
足
雇
用
促

進
協
議
会
が
緊
密
に
連
携
し
、雇
用
に

関
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。

問 

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
円
滑
な
切
り
替
え
を
問
う

問 
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
人
材
確
保
の
つ
な
が
り
と
は

答 

被
保
険
者
が
不
安
を
持
つ
こ
と
な
く
医
療
機
関
を
受
診
で
き

る
よ
う
対
応
す
る

人材確保につながる
ライフキャリア教育

Q＆A  一般質問

答 
将
来
ふ
る
さ
と
益
田
で
夢
を
実
現
す
る
人
材
の
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
く高橋  伴典 議員

豊田  浩 議員

問 

12
月
２
日
に
健
康
保
険
証
の
新
規

発
行
は
終
了
と
な
る
。
マ
イ
ナ
保
険

証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
へ
の
円
滑

な
移
行
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

答 

利
用
登
録
案
内
や
マ
イ
ナ
保
険
証

の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
送
付
や
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
い
る

が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
不
安

を
抱
い
て
お
ら
れ
る
方
も
い
る
。
健

康
保
険
証
が
12
月
以
降
も
有
効
期
限

ま
で
利
用
で
き
る
こ
と
や
、
カ
ー
ド

を
持
た
な
い
方
に
は
、
保
険
証
と
同

様
に
資
格
確
認
証
を
申
請
す
る
こ
と

な
く
交
付
が
で
き
る
こ
と
を
広
報
な

ど
で
周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
合
せ
を
窓
口
や
電
話
で
受

け
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
安
心
し
て

医
療
機
関
を
受
診
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
制
度
の
運
営
に
努
め
る
。

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
拡
張
性

を
利
用
し
た
市
独
自
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
状
況
と
意
向
を
問
う
。

答 

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
容
量
を
活
用

し
、
自
治
体
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
印
鑑
登
録
証
や
図
書
館
の
利
用
受

付
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
入

退
所
受
付
な
ど
に
活
用
す
る
事
例
も

出
て
き
て
い
る
。
当
市
で
は
、
印
鑑

登
録
証
と
し
て
の
活
用
を
行
っ
て
い

る
が
、
全
国
自
治
体
の
例
も
参
考
に
、

必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
と
市

民
の
利
便
性
向
上
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

参照：厚生労働省ＨＰ
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問 

こ
れ
ま
で
の
D
X
の
取
組
に
加

え
、道
路
の
異
常
を
通
報
で
き
る
市
民

投
稿
サ
ー
ビ
ス
「
ま
す
ナ
ビ
」
の
機
能

や
ク
マ
の
通
報
、防
災
ア
プ
リ
や
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
１
つ

の
ア
プ
リ
で
市
民
に
提
供
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ア
プ
リ
を
開
発
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

答 

1
つ
の
ア
プ
リ
を
窓
口
に
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

利
便
性
の
面
か
ら
も
望
ま
し
い
。今
年

度
、
益
田
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
の
機
能
拡
張
を
予
定
し
て
お
り
、

市
民
が
受
取
る
情
報
を
選
択
で
き
る

セ
グ
メ
ン
ト
配
信
の
ほ
か
、乳
幼
児
健

康
診
査
の
予
約
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
な
ど
市
民
か
ら
意
見
投
稿
が
で

き
る
よ
う
改
善
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ま
す
ナ
ビ
の
登
録
、
投
稿

に
つ
い
て
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
進
め
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

今
後
も
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
、さ
ら

に
研
究
を
進
め
て
い
く
。

問 

今
後
の
Ｄ
Ｘ
改
革
の
展
望
に
つ
い

て
問
う
。

答 

こ
れ
ま
で
市
民
の
利
便
性
向
上
と

業
務
効
率
化
を
め
ざ
し
、お
く
や
み
手

続
き
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
や
書
か
な

い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
開
始
し
た
。

今
後
も
こ
の
方
向
性
を
維
持
し
な
が

ら
防
災
対
策
や
中
山
間
地
域
振
興
、地

域
交
通
の
確
保
な
ど
、地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

さ
ら
に
進
化
を
め
ざ
す
。

Q＆A  一般質問

答 
今
後
も
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
さ
ら
な
る
進
化
を
め
ざ

し
て
い
く

問 

当
市
の
Ｄ
Ｘ
改
革
は
ど
う
進
ん
で
い
く
の
か

須藤 一二三 議員

問 

重
症
心
身
障
が
い
児（
者
）、医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

答 

関
係
機
関
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
め
ざ
す

問 

重
層
的
支
援
体
制
の
状
況
は
。

答 

令
和
3
年
度
に
益
田
市
相
談
支
援

包
括
化
会
議
を
設
置
し
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
の
あ
る
世
帯
に
対
し
て
、
関
係

課
に
よ
る
分
野
を
横
断
し
た
支
援
を

図
っ
て
き
た
が
、
令
和
5
年
度
か
ら
、

福
祉
総
務
課
内
に
地
域
生
活
支
援
係

を
設
置
し
た
こ
と
で
、重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
へ
移
行
し
、事
業
の
推
進

を
図
っ
て
き
た
。

問 

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

答 

本
事
業
に
取
組
む
こ
と
で
、
支
え

合
い
の
意
識
醸
成
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、誰
一
人
孤

立
し
な
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問 

重
症
心
身
障
が
い
児（
者
）、
医
療

的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

答 

福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
、
幅
広

い
分
野
か
ら
の
支
援
が
必
要
で
あ
る

た
め
、そ
れ
ぞ
れ
が
共
通
理
解
の
下
で

協
働
し
、さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
を
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
。
居
場
所
や
支

援
人
材
確
保
の
課
題
は
、
関
係
機
関
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問 

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
お
け
る
市

の
独
自
助
成
に
つ
い
て

答 

県
に
お
い
て
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

令
和
5
年
度
か
ら
一
部
助
成
が
開
始

さ
れ
た
。市
と
し
て
は
そ
の
状
況
に
鑑

み
、
必
要
性
を
判
断
し
た
い
。

平原  祐一  議員

医療的ケア児について
（子ども家庭庁）

益田市 LＩNE 公式アカウント

トーク画面イメージ
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Q＆A  一般質問

問 

今
年
４
月
に
島
根
県
保
健
医
療
計

画
が
示
さ
れ
た
が
、本
計
画
に
つ
い
て

の
市
長
の
所
感
は
。

答 

県
や
大
学
、
病
院
、
診
療
所
、
医

療
を
守
る
市
民
の
会
な
ど
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、医
療
従
事
者
の
確
保
を

進
め
、全
て
の
住
民
が
地
域
で
安
心
し

て
保
健
医
療
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
県
の
計
画
を
踏
ま
え
、取
組
ん
で

い
く
。

問 

予
防
医
療
や
介
護
予
防
な
ど
、
周

辺
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
体
制
づ

く
り
に
関
す
る
行
政
の
支
援
体
制
の

検
討
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

答 

全
庁
を
挙
げ
て
地
域
づ
く
り
に
関

わ
る
と
い
う
考
え
方
を
基
本
に
、
職

員
が
地
域
に
実
動
的
に
関
わ
り
、
各

地
域
の
特
色
・
特
性
に
応
じ
た
支
援

と
協
働
を
よ
り
促
進
す
る
た
め
、
庁

内
12
課
で
構
成
さ
れ
る
「
益
田
市
協

働
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庁
内
会
議
」

の
設
置
を
今
後
予
定
し
て
い
る
。

問 

既
に
市
内
で
活
用
し
て
い
る
テ
レ

プ
レ
ゼ
ン
ス
シ
ス
テ
ム「
窓
」
が
、
仙

台
市
の
診
療
カ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
に
使
わ
れ
て
い
る
。オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
早
期
導
入
に
向
け
て
取
組

む
べ
き
と
思
う
が
。

答 

今
後
、
先
進
地
へ
の
視
察
な
ど
を

行
い
、そ
の
効
果
と
有
効
性
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問 

公
共
下
水
道
事
業
の
対
応・対
策
方
針
を
問
う

問 
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
早
期
導
入
に
向
け
た
取
組
み
を

答 

総
合
的
に
判
断
し
、
下
水
道
事
業
全
体
計
画
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る

オンライン診療での活用も期待されて
いるテレプレゼンスシステム「窓」

答 
今
後
、
先
進
地
へ
の
視
察
な
ど
を
行
い
、
そ
の
効
果
と
有
効

性
を
研
究
し
て
い
き
た
い

河野  利文 議員

寺井  良徳 議員

問 

公
共
下
水
道
と
合
併
処
理
浄
化
槽

の
比
較
に
つ
い
て
、一
世
帯
の
工
事
を

見
た
と
き
合
併
処
理
浄
化
槽
の
平
均

金
額
は
、
一
世
帯
平
均
93
万
7
千
円
。

下
水
道
事
業
で
は
、接
続
率
１
０
０
％

と
し
て
平
均
3
8
0
万
円
で
あ
る
。

割
高
で
高
額
な
下
水
道
の
推
進
に
つ

い
て
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答 

効
率
的
汚
水
処
理
整
備
計
画
（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
き
、区
域

や
施
設
ご
と
の
建
設
費
な
ど
維
持
管

理
費
、
耐
用
年
数
、
更
新
費
は
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
数
や
将
来
人
口

の
予
測
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、

優
先
度
を
評
価
し
て
事
業
区
域
を
決

定
し
て
い
る
。

問 

国
の
補
助
金
減
額
を
見
据
え
、
併

せ
て
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
に
伴
う

使
用
料
収
入
の

低
下
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
今

後
は
一
般
財
源

か
ら
の
補
填
が

今
以
上
に
必
要

と
な
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え

る
か
。

答 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
令
和
８

年
度
に
終
了
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。計
画
ど
お
り
に
進
捗
し
な
い
場

合
に
は
繰
入
額
の
増
加
が
予
測
さ
れ

る
た
め
、
最
新
の
人
口
動
態
を
踏
ま

え
、
見
直
し
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問 

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
率
拡
大

の
た
め
の
補
助
金
拡
充
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
問
う
。

答 

公
共
下
水
道
区
域
外
の
汚
水
処
理

事
業
に
つ
い
て
は
、合
併
処
理
浄
化
槽

が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
促
進
を
図
る
観
点
か
ら

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。　

益田水質管理センター
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Q＆A  一般質問

答 
他
市
の
ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
検
討

す
る

ペットも大切な命

問 

ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
の
導
入
を
問
う

問 

環
境
省
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経

験
か
ら
、ペ
ッ
ト
を
飼
養
し
て
い
る
人

が
災
害
時
に
自
宅
か
ら
避
難
す
る
必

要
が
あ
る
時
に
は
、飼
い
主
の
自
己
責

任
の
下
で
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
避
難
す

る
同
行
避
難
を
推
奨
し
、当
市
も
取
り

入
れ
て
い
る
。ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
ペ
ッ
ト

と
安
全
・
安
心
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、災
害
に
対
し
て
の
備
え
や
災
害
が

起
こ
っ
た
際
の
注
意
事
項
な
ど
を
記

載
で
き
る
も
の
。当
市
で
も
活
用
で
き

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

平
時
か
ら
の
備
え
と
し
て
、
他
市

の
ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
も
参
考
に
し
な

が
ら
今
後
活
用
を
検
討
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問 

岡
山
県
総
社
市
で
は
、
認
知
見
守

り
Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
費
な
ど
を
助
成
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、認
知
症
高
齢
者
の
徘

徊
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、

安
全
を
確
保
す
る
も
の
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
器
の
購
入
費
な
ど
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
族
の
経
済
的
及
び
精

神
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
安
心
し

て
介
護
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
助
成
の

考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答 
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
の
購
入
に
関
わ
る

初
期
費
用
や
レ
ン
タ
ル
開
始
分
の
費

用
の
う
ち
、
１
人
１
万
円
を
上
限
と

す
る
補
助
を
予
定
。
今
年
10
月
の
実

施
を
目
途
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

永戸  明美 議員

問 

未
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
達
へ
の
今
後
の
取
組

答 

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
層
の
充
実
を
め
ざ
す

問 

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
は
、

持
続
可
能
な
人
づ
く
り
が
不
可
欠
で

あ
る
。こ
れ
ま
で
の
人
づ
く
り
の
成
果

と
現
状
、そ
し
て
未
来
の
担
い
手
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
へ
の
取
組
の
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
問
う
。

答 

10
年
目
を
迎
え
た
本
取
組
で
は
、

幼
児
期
か
ら
高
校
生
期
の
間
、
多
様

な
益
田
の
人
と
の
出
会
い
や
対
話
を

通
し
て
そ
の
生
き
様
や
価
値
観
に
触

れ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
人
生
を
能
動

的
に
生
き
て
い
く
力
の
育
成
を
図
っ

て
き
た
。
将
来
益
田
に
住
み
た
い
と

肯
定
的
に
答
え
た
新
成
人
の
割
合
は
、

近
年
大
き
く
増
加
し
、新
規
高
卒
者
の

地
元
就
職
率
も
著
し
く
伸
び
て
い
る
。

こ
の
取
組
は
他
地
域
か
ら
も
高
い
関

心
を
得
て
い
る
。こ
の
強
み
を
前
面
に

押
し
出
し
、ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
を
体
現

で
き
る
ま
ち
と
し
て
発
信
し
、未
来
の

担
い
手
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
連

携
強
化
を
図
り
、一
層
の
充
実
を
め
ざ

し
た
い
。

問 

匹
見
小
・
中
学
校
は
、
同
一
校
舎

に
よ
る
学
校
運
営
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
な
り
4
年
目
を
迎
え
る
。

公
民
館
や
地
域
自
治
組
織
と
の
連
携
、

協
働
な
ど
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
問
う
。

答 

小
中
学
校
合
同
の
学
校
運
営
協
議

会
が
設
置
さ
れ
、
地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
を
進
め

ら
れ
る
中
、
本
年
度
か
ら
教
頭
一
名

体
制
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
状
況

を
注
視
し
て
い
く
。

河本  亮  議員

体験談を聴く学生
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Q＆A  一般質問

問 

施
政
方
針
の
主
要
施
策
「
産
業
・

観
光
振
興
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
」に

関
し
て
、当
市
の
め
ざ
す
観
光
地
域
づ

く
り
を
担
う
法
人
（
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
設

立
の
必
要
性
と
役
割
に
つ
い
て
問
う
。

答 

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
は
、
地
域
資
源

を
活
用
し
、地
域
の
稼
ぐ
力
や
地
域
価

値
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、ま
ち
に

賑
わ
い
と
活
力
を
生
み
出
す
た
め
に

必
要
で
あ
り
、個
々
の
事
業
者
や
活
動

団
体
な
ど
と
の
つ
な
ぎ
役
、舵
取
り
役

を
担
う
事
が
役
割
と
考
え
る
。

問 

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
向
け
た
推
進

体
制
と
進
捗
状
況
を
問
う
。

答 

令
和
３
年
度
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
掲
げ

る
目
標
や
施
策
を
意
思
決
定
す
る
組

織
と
し
て
、
民
間
７
団
体
と
当
市
で

構
成
す
る
「
益
田
市
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
協

議
会
」
を
設
立
し
た
。

　

そ
の
後
、具
体
的
施
策
の
企
画
立
案

及
び
実
践
す
る
組
織
と
し
て
、若
手
民

間
事
業
者
を
中
心
と
し
た
23
団
体
か

ら
成
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
立
し
、同
チ
ー
ム
内
に
６
つ
の

部
会
を
設
け
、各
部
会
の
中
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ

が
取
組
む
具
体
的
施
策
な
ど
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
は
、め
ざ
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
決
定

し
た
上
で
具
体
的
施
策
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

設
定
な
ど
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
現
在
、
ビ
ジ
ョ
ン
決
定
に
つ
い

て
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

問 

当
市
の
消
滅
可
能
性
都
市
脱
却
へ
の
認
識
は

問 
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
の
必
要
性
と
役
割
を
問
う

答 

人
口
動
態
は
全
く
楽
観
で
き
な
い
。引
き
続
き
ひ
と
づ
く
り
、

定
住
促
進
に
取
組
む

議員向けDMO研修の様子

答 
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
仕
組
み
を
活
用
し
地
域
資
源
を
生
か
し
、
地
域
の

稼
ぐ
力
の
向
上
を
図
る

齋藤  勝廣 議員

大久保  五郎 議員

問 

令
和
５
年
に
民
間
組
織
人
口
戦
略

会
議
が
公
表
し
た
当
市
の
消
滅
可
能

性
都
市
か
ら
の
脱
却
に
対
す
る
認
識

を
問
う
。

答 

人
口
動
態
は
全
く
楽
観
で
き
な

い
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
策
定
し
、
地
方
創
生
や
人

口
減
少
対
策
に
取
組
ん
で
き
て
い
る
。

各
施
策
を
着
実
に
実
施
し
、最
大
限
の

効
果
を
上
げ
、限
り
な
い
発
展
の
可
能

性
を
追
求
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問 

令
和
５
年
度
に
策
定
さ
れ
た
中
山

間
地
域
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
言
す
る

人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
縮
充
の
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、全
国
に
先
駆
け

た
取
組
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、今
後

の
施
策
を
問
う
。

答 

令
和
７
年
９
月
に
中
山
間
地
域
振

興
基
本
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
る
。将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、今
後
の
計

画
策
定
の
土
台
と
な
る
。

問 

中
山
間
地
域
の
重
要
な
課
題
と
し

て
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
挙
げ
ら
れ
た
自

治
会
、
地
域
自
治
組
織
、
公
民
館
の
関

係
お
よ
び
各
自
治
組
織
の
現
状
把
握

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
基
づ
く
次

期
政
策
を
問
う
。

答 

そ
れ
ら
の
課
題
項
目
に
つ
い
て

は
、地
域
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
意
見
交
換

な
ど
を
通
じ
、令
和
６
年
度
設
置
予
定

の
益
田
市
中
山
間
地
域
振
興
計
画
策

定
委
員
会
に
お
い
て
取
組
方
針
な
ど

を
審
議
し
、市
の
具
体
的
な
施
策
に
つ

い
て
整
理
し
て
い
く
。
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Q＆A  一般質問

答 

相
手
方
も
内
部
で
調
整
中
の
た
め
、
事
業
遂
行
に
支
障
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

東京パラリンピックの事前キャンプで
練習中のアイルランドの選手たち

問 

な
ぜ
姉
妹
都
市
締
結
先
の
都
市
名
を
公
表
し
な
い
の
か

問 

２
０
２
１
年
の
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
自
転
車
競
技
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
を
契
機
に
、当
市
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
自
治
体
と
の
姉
妹
都
市
縁
組
を
目

指
し
て
い
る
。コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の

委
託
結
果
に
つ
い
て
情
報
開
示
を
求

め
た
が
、非
開
示
と
な
っ
た
。
相
手
都

市
を
公
表
で
き
な
い
理
由
に
つ
い
て

問
う
。

答 

相
手
方
も
締
結
に
向
け
て
内
部
調

整
中
で
あ
る
。交
渉
経
過
を
公
表
し
た

場
合
、事
業
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
り
、
公
表
は
差
控
え
て
い
る
。

問 

寧
波
市
と
は
３
年
か
け
て
協
議
し

友
好
交
流
に
こ
ぎ
つ
け
た
。ア
イ
ル
ラ

ン
ド
は
相
手
探
し
に
３
年
も
か
け
る

な
ど
市
民
不
在
の
国
際
交
流
だ
。

　

相
手
方
は
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
て

締
結
に
応
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答 

交
流
内
容
な
ど
に
つ
い
て
交
渉
し

て
い
る
段
階
だ
が
、内
容
は
現
段
階
で

は
差
控
え
た
い
。し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ

ン
グ
が
く
れ
ば
報
告
す
る
。

問 

い
ま
だ
に
相
手
方
が
公
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
公
表
の
見
通
し
は
。

答 

し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
報
告

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
訪
問
費
が
予
算
化

さ
れ
て
い
る
が
、今
年
度
中
に
訪
問
す

る
の
か
。

答 

訪
問
の
予
定
で
交
渉
を
進
め
て
い

る
。
何
と
か
実
現
し
た
い
と
い
う
思

い
で
い
る
。

弥重  節子 議員

総
務
文
教
委
員
会

県
の
事
業
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
予
算
が

措
置
さ
れ
る
の
か
。

委
託
経
費
と
し
て
、
人
件
費
や
旅
費
な
ど

が
措
置
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
併
せ
て
、

日
用
品
販
売
業
者
の
配
送
経
費
を
想
定
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
あ
る
が
、
開
始
す
る
以
上

は
県
の
事
業
で
あ
っ
て
も
、
市
と
し
て
し
っ

か
り
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ど
う

か
。

検
証
結
果
に
つ
い
て
県
と
共
有
し
な
が
ら

今
後
判
断
し
て
い
く
。

配
送
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
行
わ
れ
る

の
か
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
と
企
業
と
で
今
後

協
議
し
て
い
く
。

拠点施設となるレンタル交流スペース
「tele-glue（てれぇぐれぇ）」

問問問 答答答

委員会で審査した議案
◦�過疎地域の持続的発展を支援するための固定資産税の課
税免除に関する条例の一部を改正する条例制定について
◦�秦佐八郎博士顕彰委員会設置条例の一部を改正する条例
制定について
◦�益田市消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例の
一部を改正する条例制定について

　議案３件について、原案どおり可決されました。

地
域
と
企
業
の
協
働
に
よ
る
生
活
機
能
確
保
モ
デ
ル

事
業
を
申
請

　

真
砂
地
区
の
地
域
自
治
組
織
「
と
き
め
き
の
里　

真
砂
」
が
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
申
請
。
事
業
内
容

は
、
自
治
組
織
が
日
用
品
の
注
文
を
一
括
発
注
し
、

商
品
は
拠
点
施
設
と
な
る
レ
ン
タ
ル
交
流
ス
ペ
ー
ス

「tele-glue

（
て
れ
ぇ
ぐ
れ
ぇ
）」
へ
配
送
さ
れ
、

そ
れ
を
自
治
組
織
が
住
民
へ
配
送
す
る
仕
組
み
。



11  議会だより　令和 6 年 9 月号

経
済
建
設
委
員
会

林
業
の
振
興
施
策
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

作
業
道
づ
く
り
教
材
用
の
D
V
D
の
制
作
意

図
と
使
い
方
を
問
う
。

自
伐
型
林
業
の
普
及
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
当

市
に
赴
任
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
O
B
・

O
G
が
中
心
と
な
り
、
赴
任
中
に
学
び
知
り
得
た
知

識
を
技
術
的
に
ま
と
め
た
教
材
で
あ
り
、
令
和
6
年
度

作
業
道
づ
く
り
講
習
会
で
使
用
す
る
ほ
か
、
各
補
助
事

業
実
施
団
体
や
林
業
を
志
す
希
望
者
な
ど
へ
無
料
配

布
予
定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
市
民
向
け
に
市
立

図
書
館
、
各
公
民
館
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

一
つ
の
起
点
と
し
て
自
伐
型
林
業
も
大
切
だ

が
、
機
械
化
が
進
む
中
、
林
野
庁
は
従
来
型
の

大
規
模
林
業
を
推
進
す
る
動
き
も
あ
る
。
林
業
全
体
が

成
り
立
つ
た
め
に
は
、
関
係
者
の
生
活
が
成
立
し
、
企

業
投
資
も
呼
び
込
む
流
れ
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
念
頭
に
お
い
た
取
組
と
し
て
考
え
て
よ
い

か
。

自
伐
型
林
業
と
し
て
、
自
分
の
山
の
木
を
切

り
出
し
て
そ
れ
を
売
る
仕
組
み
を
匹
見
の
「
木

の
駅
」
で
実
証
的
に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
の
関
係
事
業
者
体
な
ど
と
も
連
携
を
取
り

つ
つ
、
過
度
な
乱
開
発
に
な
ら
な
い
よ
う
な
施
策
を

考
え
な
が
ら
、
林
業
の
健
全
な
発
展
と
育
成
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

問問 答答

委員会報告

作業道づくり

移
転
す
る
２
階
部
分
に
は
窓
が
少
な
く
暗
い
が

改
修
な
ど
は
検
討
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
耐
震

工
事
の
必
要
は
あ
る
か
。

現
在
、
太
陽
光
が
入
る
よ
う
改
修
工
事
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
改
修
工
事
中
は
隣
の
部
屋

を
利
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
耐
震
に
つ
い
て
は
問
題

な
い
。

保
護
者
へ
の
説
明
は
十
分
な
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
新
料
金
体
制
と
な
り
、
不
満
の
声
は
届
い

て
い
な
い
か
。

保
護
者
向
け
説
明
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
を

含
め
た
全
体
に
対
し
、
学
校
を
通
し
て
周
知

し
た
。
な
お
、
新
料
金
体
制
に
つ
い
て
何
件
か
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
も
の
の
、
ク
ラ
ブ
運
営
に
は
現
在

の
と
こ
ろ
支
障
は
な
い
。
引
き
続
き
利
用
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

福
祉
環
境
委
員
会

め
だ
か
ク
ラ
ブ（
益
田
小
学
校
区
）の
移
転
に
つ
い
て

　

益
田
小
学
校
は
、
市
内
で
も
吉
田
、
高
津
小
学
校
に

次
ぐ
在
籍
児
童
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
１
つ
の
施
設
で
対
応
し
て
き
た
。
令
和
6
年
度

に
は
、
定
員
を
超
え
る
申
込
が
あ
り
、
待
機
児
童
を
出

さ
な
い
よ
う
2
つ
の
教
室
で
運
営
し
て
い
る
。（
令
和

6
年
度
利
用
者
数
：
56
名
）
し
か
し
、
児
童
ク
ラ
ブ
専

用
の
教
室
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
に
加
え
、
エ
ア
コ
ン

未
設
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、7
月
上
旬
に
旧
島
田
家（
現

益
田
公
民
館
）
内
へ
移
転
す
る
こ
と
と
し
た
。

移転した「めだかクラブ」

委員会で審査した議案
◦�益田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例制定について
◦�益田市地域包括支援センターの職員に係る基準等を定め
る条例の一部を改正する条例制定について
◦�益田市予防接種事故災害補償条例の一部を改正する条例
制定について

　議案３件について、原案どおり可決されました。

問問 答答

委員会で審査した議案
◦�益田市立森林総合利用施設裏匹見峡森林公園設置
及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定
について

　議案１件について、原案どおり可決されました。
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一
般
会
計
予
算
審
査
委
員
会

定
額
減
税
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

の
委
託
料
が
１
、１
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
制
度
は
、
今
年
度
限
り
と
国
は
説
明
し
て

い
る
。
事
業
終
了
後
、
シ
ス
テ
ム
を
元
に
戻
す
た
め
の

委
託
料
が
さ
ら
に
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
。

修
正
す
る
た
め
の
費
用
は
発
生
す
る
が
、
税

に
関
す
る
改
修
費
は
普
通
交
付
税
で
補
填
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

認
定
農
業
者
に
対
す
る
機
械
等
整
備
の
補
助
金

と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
っ
た
農

業
機
械
な
の
か
。

意
向
調
査
の
中
で
、
色
彩
選
別
機
、
コ
ン
バ

イ
ン
、
乾
燥
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
、
柚
子

出
荷
調
整
施
設
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

ど
こ
の
地
域
の
方
が
対
象
と
な
る
の
か
。

東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

東
京
圏
（
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
）

か
ら
の
移
住
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
就
業
・

テ
レ
ワ
ー
ク
・
関
係
人
口
・
起
業
に
あ
た
る
方
を
該

当
者
と
す
る
。

問問 問 答答答

委員会で審査した議案
◦�令和6年度益田市一般会計補正予算第1号
◦�令和 6年度益田市一般会計補正予算第2号
◦�令和 6年度益田市一般会計補正予算第3号

　議案３件について、原案どおり可決されました。

令
和
６
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予
算

月　日 都市名 視察項目 視察人数

7月12日 田村市議会
・一般廃棄物処理基本計画について
・地域自治組織について

5名

9月11日 大竹市議会 ・固定資産税課税に関する「平成25年（行コ）第9号」の具体的状況について 2名

10月10日 井原市議会
・コミュニティ・スクールについて（現地視察を含む）
　（豊川小学校、社会教育プロジェクトに係る取組について）

10名

10月11日 大和市議会
・「�持続可能な地域づくりとひとづくりを進める『ひとが育ち輝くまち益田』
～地域に飛び出す中高生が大人を動かす～」について

7名

10月16日 萩市議会 ・益田市地域医療推進条例制定の経緯について（市民運動など） 8名

10月18日 延岡市議会
・ひとづくり協働構想について
・ライフキャリア教育について

12名

10月24日 津市議会
・みんなで取組む「益田市版 SDGs」について
・ひとづくり協働構想について

3名

ケーブルテレビ（ひとまろビジョン）

●定例会・臨時会どちらも放映
　生放送（111ch）

●一般質問
　再放送（112ch）

次回定例会の予定
�次回定例会の予定は 9月2日㈪〜 9月26日㈭です
なお、正式決定は 8 月下旬の議会運営委員会で行います。
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

＜議会事務局＞ ☎ 31-0490

令和5年度  行政視察受入状況
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参照：農林水産省ＨＰ

コンバイン ドローン
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　4月～6月までの議会（議員）の活動の一部を紹介します。また、議長は議会の代表として総会など
にも出席しています。
　※定例会・臨時会・委員会調査会は除きます。

4月 3日㈬ 令和6年度地元県議懇談会／正副議長
4月 8日㈪ 街頭における交通安全キャンペーン／議長
4月 9日㈫ 明誠高校令和6年度入学式／正副議長
4月18日㈭ 令和6年度益田市議会議員研修会／全議員
4月25日㈭ 多機能型事業所はっぴーはうす竣工式／議長
5月 2日㈭ 益田市中山間地域将来ビジョン報告会／全議員
5月12日㈰ 萩・石見空港の利用拡大に係るPR活動／正副議長、関係議員
5月15日㈬ 『看護の日』にかかる市民啓発街頭活動／正副議長、関係議員
5月20日㈪ 島根県への要望活動／副議長
6月 7日㈮ 公益社団法人益田法人会令和6年度第13回定時社員総会表彰式／議長
6月11日㈫ DMO講演会／正副議長、各議員
6月30日㈰ 第25回益田市ふれあい囲碁フェスタ／議長

　萩・石見空港利用拡大促進協議会では、

東京線２往復運航の定着と次年度の大阪路

線運航期間拡大を目指した利用促進 PR を

行いました。

　講師に雲南地区医療を考える会会長 関
せき

 竜
りょうたろう

太郎氏をお迎えし、「益田地区の健康危機管理の
課題」と題し、益田市議会議員研修会を行いました。

・萩・石見空港の利用促進・地域医療を守るための早急な施策の確立・山陰道及び益田・田万川道路の早期整備並びに　一般国道９号の事前通行規制区間の抜本的対策・グリーンライン 90 の整備促進　等制度の改善や充実について要望活動を行いました。

5/12㈰	� 萩・石見空
港の利用拡大に

係る PR活動	

4/18㈭  令和６年度益田市議会議員研修会

5/20㈪  島根県への要望活動

議会の活動
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みなさんからの請願審議結果

6月定例会受理分

請願番号 件　　　　　名 提　出　者 審議結果

2 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について
益田市職員労働組合
　執行委員長　村上　智視

採択

3

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める
意見書の提出について

新日本婦人の会　益田支部
　支部長　岩本　由美子

不採択

　前提として女性を含む全ての人の基本的人権が守られることは論を俟たない。日本国憲法において
日本国が締結した条約及び確立された国際法規は、これを誠実に遵守することを必要とする。と規定
しており、既に女性差別撤廃条約は国内法としての効力を持っている。加えて、女性が差別的な扱い
を受けることなく社会で活躍できるための様々な法律が整備されており、女性への配慮が十分なされて
いる。そのような状況にあって女性差別撤廃条約選択議定書への批准は、司法権の独立を含め、我が
国の司法制度との関連で問題が生じるおそれがあるとの意見が出された。選択議定書批准により女性
差別撤廃委員会の審査を受け入れる必要があるため、国際基準に照らした判断をせざるを得なくなる。
そうなればこれまで我が国が積み重ねた司法判断に影響を及ぼす可能性が生まれる。過去に最高裁に
おいて合憲と判断された夫婦同氏についての議論など、我が国の家族の在り方や戸籍制度に大きく関
わる問題も多く、大変慎重に議論せねばならないと考え、本件については、不採択と決した。	

4

訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、介護報酬引き
上げの再改定を早急に行うことを求める意見書の提出
について

島根県自治体労働組合総連合
　（しまね自治労連）
　執行委員長　塩冶　隆彦

しまね介護福祉ユニオン BONDS
　執行委員長　石田　忍

不採択

　介護保険制度は介護を必要とする者だけでなく、高齢者を支える家族や地域にとって、ますます重
要な制度となる。また、介護人材不足が深刻な状況において処遇改善及び職場環境改善の必要性につ
いては十分理解できるところである。一方で、国庫負担割合を引き上げた場合、結果として国民が負
担するということには変わりなく、将来にわたり次世代に負担を残すべきではないとの意見が出された。
また今年度の介護報酬改定については、介護現場で働く方々の処遇改善を着実に行えるよう、大幅な
プラス改定となっており、物価高騰や人件費の上昇の影響から苦境に立つ入所サービスなど、特に影
響の大きな分野を支えるための増額であると評価できる。訪問介護について今改定では基本報酬は引
き下げられたものの特定事業所加算の見直しに加え、処遇改善加算が大幅に拡充された。本年４月に
改定されたばかりであるということもあり、効果を十分に検証し実態把握に努めるべきと考え、早急な
見直しは必要ないと判断し、本件については、不採択と決した。


